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１ 

由
良
山 

由
良
山
は
高
松
平
野
南
部
の
独
立
峰
で
、
標
高
一
二
〇
．
四
メ
ー
ト
ル
、
周
囲
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

で
す
。
今
か
ら
七
〇
〇
万
年
以
上
前
の
火
山
活
動
に
よ
っ
て
そ
の
姿
を
現
し
て
い
ま
す
。
黒
雲
母
安

山
岩
か
ら
な
り
、
柱
状
節
理
が
見
ら
れ
ま
す
。 

ま
た
、
由
良
山
は
地
震
に
も
「
揺ゆ

ら
ん
山
」
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
由
良
山
の
麓
の
人
た
ち
の

間
で
は
、
由
良
山
周
辺
は
地
震
の
際
に
あ
ま
り
揺
れ
な
い
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
、
安
政
や
昭
和

の
南
海
地
震
の
際
に
も
被
害
が
少
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
揺
れ
な
い
山
は
「
お
じ
ゃ
は
ん
」

が
七
巻
半
も
し
て
い
て
、
そ
の
尾
は
蔵
王

ざ

お

う

神
社
ま
で
延
び
て
い
る
と
い
う
伝
説
が
あ
り
ま
す
。
「
お
じ

ゃ
は
ん
」
と
は
大
き
な
龍
で
、
水
の
神
様
で
す
。 

 

２ 

清
水
神
社 

景
行
天
皇
五
四
年
の
創
祀
で
、
古
く
は
好
井

よ

し

い

社
と
称
さ
れ
、
山
頂
の
や
や
東
に
あ
っ
た
と
さ
れ
ま

す
。
景
行
天
皇
の
皇
子
で
、
讃
岐

国

造

く
に
の
み
や
つ
こ

の
始
祖
で
あ
る
神
櫛
王

か
ん
ぐ
し
お
う

を
祀
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
永
禄

三
年
（
一
五
六
〇
）
に
田
井
城
主
長
尾
清
長
が
東
側
中
腹
に
復
興
し
、
由
良
社
と
改
め
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。 
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江
戸
時
代
に
は
藩
主
松
平
氏
の
尊
崇
厚
く
、

国
中
十
ヶ
寺
で
祈
願
を
し
て
も
雨
が
降
ら
な
い

時
は
、
当
社
で
祈
願
し
た
と
さ
れ
ま
す
。「
甕
洗

い
神
事
」
が
有
名
で
す
が
、
そ
れ
と
は
別
に
、

「
お
火
上
げ
神
事
」
と
呼
ば
れ
る
雨
乞
い
行
事

が
あ
り
ま
す
。
む
か
し
は
毎
年
旧
暦
の
五
月
三

〇
日
の
夜
、
多
く
の
里
人
が
雨
乞
い
と
五
穀
豊

穣
を
祈
り
な
が
ら
由
良
山
頂
上
の
竜
王
社
を
目

指
し
、
手
に
手
に
松
明
を
か
ざ
し
て
上
り
ま
し

た
。
竜
王
社
に
着
く
と
神
官
が
大

祓
は
ら
え

の
儀
式
を

行
い
、
そ
れ
が
終
わ
る
と
集
め
ら
れ
た
青
松
葉

に
火
が
つ
け
ら
れ
、
赤
々
と
天
を
も
焦
が
す
大

炎
を
つ
く
り
ま
し
た
。
現
在
は
山
頂
で
の
焚
き

火
は
取
り
や
め
て
い
ま
す
が
、
八
月
第
一
土
曜

日
の
夜
に
神
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

清水神社 
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３ 

甕か
め

塚づ
か

と
上
御
盥
跡

か
み
み
た
ら
い
あ
と 

む
か
し
、
清
水
神
社
で
は
祭
礼
に
は
甕
一
二
口
で
御
神
酒

を
作
っ
て
お
供
え
を
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
別
当

寺
で
あ
る
自
性
院

じ
し
ょ
う
い
ん

の
記
録
に
よ
れ
ば
、
承
和
八
年
（
八
四
一
）

は
大
旱
魃

か
ん
ば
つ

で
、
国
司
の
命
に
よ
り
雨
乞
い
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
雨
乞
い
神
事
の
際
に
神
櫛
王
ゆ
か
り
の
甕
を
使

っ
て
祈
っ
た
と
こ
ろ
大
成
功
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
後
、
天
正
年
間
（
一
五
七
三
～
九
二
）
に
長
宗
我
部
元
親

ち

ょ

う

そ

か

べ

も

と

ち

か

の

兵
火
に
会
い
、
一
二
個
の
甕
の
う
ち
三
個
を
残
し
て
社
殿
は

焼
失
し
た
と
さ
れ
ま
す
。
残
っ
た
甕
を
里
人
た
ち
は
大
切
に

お
守
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
度
は
風
水
害
に
あ
っ
て
一
個

を
破
損
し
て
し
ま
い
、
残
っ
た
二
個
の
甕
を
本
殿
南
側
の
甕
塚
に
納
め
、
再
建
し
た
清
水
神
社
の
本

殿
床
下
に
破
損
し
た
甕
を
埋
め
ま
し
た
。
雨
乞
い
の
際
に
、
上
御
盥

か
み
み
た
ら
い

、
中
御
盥

な
か
み
た
ら
い

、
下
御
盥

し
も
み
た
ら
い

か
ら
神
水

を
取
り
、
甕
を
洗
え
ば
必
ず
雨
を
得
ま
し
た
が
、
甕
を
洗
っ
た
も
の
は
必
ず
亡
く
な
る
と
い
う
伝
承

が
あ
り
ま
す
。
昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
）
の
夏
の
大
旱
魃
に
際
し
て
、
甕
洗
い
を
行
っ
た
の
が
最

甕塚 
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後
で
す
が
、
当
時
甕
洗
い
を
行
っ
た
者
は
、
そ
の
後
二
〇
年
余
り
無
事
で
し
た
。
そ
の
人
の
話
に
よ

る
と
、
甕
は
小
さ
な
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
形
の
甕
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

４ 

自
性
院

じ
し
ょ
う
い
ん

跡 

由
良
山
の
山
麓
清
水
神
社
の
北
東
が
寺
院
跡
で
す
。
雨
寶
山
自
性
院
荘
巖
寺
と
称
し
、
西
植
田
町

の
神
内
池
に
あ
っ
た
真
言
宗
吉
國
寺
の
末
寺
で
、
本
尊
は
千
手
観
音
で
し
た
。
寺
記
に
は
、
「
當
寺
は

大
同
三
年
（
八
〇
八
）
正
月
伊
豫
親
王
に
勅
し
て
建
立
あ
り
、
好
井
社
の
社
僧
と
な
し
、
祭
田
を
賜

ふ
。
其
の
後
承
和
八
年
（
八
四
一
）
大
旱
あ
り
し
時
、
當
國
の
勅
使
高
公
輔
、
眞
雅
僧
正
に
乞
ふ
て

雨
を
好
井
社
に
祈
る
。
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
眞
雅
は
弘
法
大
師
空
海
の
弟
で
す
。
明
治
維
新
の
際

に
院
主
榊
原
氏
は
清
水
神
社
の
祠
職
と
な
り
、
自
性
院
は
廃
寺
に
な
り
ま
し
た
。 

 

５ 

名
工
内
伝

な
い
で
ん

秀
蔵

ひ
で
ぞ
う

と
そ
の
作
品 

秀
蔵
は
西
浜
村
出
身
で
、
少
年
時
に
牟
礼
の
石
工
、
仁
平
に
弟
子
入
り
を
し
て
腕
を
磨
き
、
後
に

京
都
に
出
て
絵
を
学
び
、
三
〇
歳
で
讃
岐
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
松
平
賴
該

よ
り
か
ね

（
左
近
）
の
紹
介
で
自
性
院

じ
し
ょ
う
い
ん

に
身
を
寄
せ
、
由
良
山
の
南
裾
に
住
居
を
構
え
ま
し
た
。
代
表
的
な
作
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品
に
、
呼
雲

こ

う

ん

の
龍
・
逆
巻
く
怒
濤

ど

と

う

と
玉
取
り
の
龍
・
正
一

位
清
水
大
明
神
碑
・
剣
巻
龍
・
浪
上
の
亀
（
い
ず
れ
も
清

水
神
社
）
、
一
力
地
蔵
・
十
河
氏
累
世
慰
霊
碑
（
い
ず
れ
も

南
原
墓
地
）
等
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、

上
御
盥

か
み
み
た
ら
い

の
標
柱
の
龍
の
彫
刻
は
、
長
男
新
蔵
の
作
で
す
。 

 
６ 
由
良
山
城
跡
と
由
良
城
跡 

由
良
山
山
頂
に
由
良
山
城
が
あ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
が
、

高
射
砲
台
座
に
伴
う
成
形
と
採
石
の
た
め
、
遺
構
は
確
認

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
山
の
東
麓
に
平
時
の
居
館
で

あ
る
由
良
城
が
あ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。
城
主
は
三
谷
氏
に

属
し
た
由
良
遠
江
守
兼
光

か
ね
み
つ

で
、
出
自
は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。
一
説
に
三
谷
景か

げ

久ひ
さ

の
弟
兼
光
が
由
良

に
領
地
を
得
て
由
良
伊
豆
守
を
称
し
、
そ
の
子
兼
広
が
遠
江
守
を
名
乗
っ
た
と
も
言
わ
れ
ま
す
。 

永
正
五
年
（
一
五
〇
八
）
八
月
、
三
谷
攻
め
に
向
か
う
香
西
元
定
の
軍
勢
二
五
〇
〇
人
が
、
由
良

山
城
に
押
し
寄
せ
ま
し
た
。
城
主
三
谷
伊
豆
守
は
、
弟
掃
部

か

も

ん

左
衛
門
が
香
西
氏
と
縁
続
き
で
あ
っ
た

逆巻く怒濤と玉取りの龍 
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の
で
、
戦
う
こ
と
な
く
城
を
開
け
ま
し
た
。
天
正
一
〇
年
（
一
五
八
二
）
に
は
、
長
宗
我
部
元
親
の

大
軍
に
対
し
て
、
城
兵
三
〇
〇
人
余
で
は
防
ぎ
き
れ
ず
、
城
を
捨
て
敗
走
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

な
お
、
そ
の
後
讃
岐
一
国
を
賜
っ
た
生
駒
親
正
は
、
城
地
の
選
定
を
行
う
際
に
由
良
山
を
そ
の
候

補
地
と
し
ま
し
た
が
、
水
が
乏
し
い
と
い
う
理
由
か
ら
築
城
は
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

７ 

眞
楽
寺

し

ん

ら

く

じ

と
イ
ヌ
マ
キ 

当
寺
は
も
と
阿
波
に
あ
り
ま
し
た
が
、
天
正
年
間

（
一
五
七
三
～
一
五
九
二
）
、
土
佐
の
兵
乱
に
か
か
り
、

堂
塔
坊
舎
残
ら
ず
焼
失
し
、
住
職
正
仁
は
当
地
に
来

て
、
宿
王
山
金
剛
院
眞
楽
寺
を
開
基
し
ま
し
た
。
浄

土
真
宗
興
正
派
の
寺
で
す
。 

境
内
に
あ
る
イ
ヌ
マ
キ
は
樹
高
一
五
メ
ー
ト
ル
、

幹
周
り
一
．
九
メ
ー
ト
ル
で
、
樹
齢
三
〇
〇
年
余
と

言
わ
れ
て
お
り
、
市
の
名
木
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

市の名木「イヌマキ」 
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８ 

由
良
南
原

ゆ

ら

な

ん

ば

ら

遺
跡 

一
三
世
紀
を
中
心
と
す
る
一
二
～
一
四
世

紀
の
集
落
跡
で
す
。
掘
立
柱
建
物
跡
五
棟
、

地
鎮
遺
構
の
ほ
か
、
灌
漑

か
ん
が
い

用
の
幹
線
水
路
が

検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
一
三
世
紀
中
頃

の
遺
構
と
考
え
ら
れ
る
東
西
五
．
五
メ
ー
ト

ル×

南
北
五
．
八
メ
ー
ト
ル
の
掘
立
柱
建
物

跡
は
北
面
と
南
面
に

庇
ひ
さ
し

を
有
し
、
遺
跡
内
最

大
の
規
模
で
、
調
査
地
内
で
瓦
が
出
土
し
て

い
る
こ
と
か
ら
小
規
模
な
御
堂
や
社
等
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

９ 

蓮
勝
寺

れ
ん
し
ょ
う
じ 

当
寺
の
開
基
正
信
は
、
木
田
郡
の
出
身
で
、
天
文
二
十
三
年
（
一
五
五
四
）
、
現
在
地
に
一
宇
を
創

立
し
て
光
明
山
無
量
寿
院

む
り
ょ
う
じ
ゅ
い
ん

と
称
し
ま
し
た
。
後
に
堂
宇
が
次
第
に
老
朽
化
し
た
の
で
、
天
和
三
年
（
一

六
八
三
）
に
再
興
し
ま
し
た
。
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
二
月
十
一
日
、
本
山
興
正
寺
よ
り
寺
号
を 由良南原遺跡検出掘立柱建物跡 
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免
許
さ
れ
、
蓮
勝
寺
と
称
し
ま
し
た
。 

境
内
に
は
、
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
二
月
に
上
田
井
邑む

ら

（
上
田
井
村
、
現
在
の
由
良
町
の
こ
と
）

講
中
が
寄
進
し
た
由
良
石
の
手
洗
石
が
あ
り
ま
す
。 
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三
光
堂

さ
ん
こ
う
ど
う 

西
山
崎
町
に
所
在
す
る
日
蓮
宗
本
堯
寺

ほ
ん
ぎ
ょ
う
じ

の
境
外
末
堂
で
す
。
本
堯
寺
第
一
九
世
住
職
日
幸
上
人
が

宗
学
布
教
伝
道
に
力
を
注
ぎ
、
出
張
説
教
所
と
し
て
建
立
す
る
動
機
を
作
り
、
明
治
十
二
年
（
一
八

七
九
）
頃
、
当
地
の
檀
家
で
あ
る
三
木
庄
八
、
三
木
彌
吉
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
三
光
堂
と

称
し
、
本
尊
は
三
光
尊
像
で
す
。
昭
和
五
十
三
年
に
改
築
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
堂
内
に
は
松
平
賴
該

よ
り
か
ね

（
左

近
）
の
筆
に
よ
る
「
大
日
月
明
星
天
王 

鬼
子
母
神 

三
十
番
神
」
の
お
か
け
じ
が
祀
ら
れ
て
い
ま

す
。 
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蔵
王

ざ

お

う

神
社
と
旧
川
島
国
民
学
校
奉
安
殿 

「
お
じ
ゃ
は
ん
」
の
尻
尾
が
こ
こ
ま
で
伸
び
て
い
る
と
い
う
伝
承
か
ら
「
お
蛇
尾
さ
ん
」
と
も
呼

ば
れ
ま
す
。
ま
た
、
通
称
「
ゴ
ン
ゲ
ン
さ
ん
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
か
つ
て
は
「
蔵
王
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権
現
社
」
が
本
来
の
呼
称
で
あ
り
、
蔵
王
権
現
が
祀
ら

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
神
仏

し
ん
ぶ
つ

混
淆

こ
ん
こ
う

の
時
代
に
は

清
水
神
社
の
末
社
と
し
て
、
蔵
王
権
現
を
信
仰
す
る
密

教
的
色
彩
の
強
い
神
社
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

一

方

、
『

香

川

県

神

社

誌

』

に

よ

る

と

祭

神

は

若
宇
迦
咋

わ

か

う

か

さ

く

神
で
、
宇
迦
之
御
魂

う

か

の

み

た

ま

神
・
大
宜
都
比
売

お

お

つ

げ

ひ

め

・
保
食

う
け
も
ち

神
と
同
一
の
神
と
考
え
ら
れ
、
穀
物
の
神
や
稲
の
精
霊

神
と
し
て
通
常
お
稲
荷
さ
ん
の
祭
神
で
す
。
明
治
に
な

り
、
独
立
し
た
神
社
と
な
り
若
宇
迦
咋
神
を
奉
祭
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

な
お
、
当
神
社
の
本
殿
は
旧
川
島
国
民
学
校
の
奉
安
殿

ほ
う
あ
ん
で
ん

（
天
皇
と
皇
后
の
御
真
影
と
教
育
勅
語
を

納
め
て
い
た
建
築
物
）
を
移
築
し
た
も
の
で
す
。 
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腹
痛
公
神
薬
師
堂

は
ら
く
わ
り
こ
う
じ
ん
や
く
し
ど
う  

 

俗
に
、
「
腹
く
わ
り
地
蔵
」
と
呼
ば
れ
、
こ
の
付
近
で
無
作
法
な
こ
と
を
す
る
と
「
腹
が
く
わ
る
」

（
腹
痛
を
お
こ
す
こ
と
）
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
病
気
の
治
癒
を
祈
願
し
、
あ
る
い
は
、
そ
の
平
癒

旧川島国民学校奉安殿 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A9%E7%9A%87�
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9A%87%E5%90%8E�
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BE%A1%E7%9C%9F%E5%BD%B1�
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%95%99%E8%82%B2%E5%8B%85%E8%AA%9E�
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に
感
謝
し
て
、
こ
の
薬
師
堂
に
詣
る
人
が
多
く
い
ま
し
た
。 

堂
内
に
は
豊
島
石
製
の
石
仏
が
二
体
納
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
別
の
場
所
で
す
が
、
同
様
の
石
仏
に
十
河
千
松
丸

せ
ん
ま
つ
ま
る

（
十

河
城
主
十
河
存
保

ま
さ
や
す

の
子
、
一
五
九
一
年
に
毒
殺
さ
れ
る
）

の
墓
が
あ
り
、
一
六
世
紀
頃
の
墓
標
と
考
え
ら
ま
す
。 

な
お
、
南
東
五
〇
メ
ー
ト
ル
に
は
、「
お
塚
さ
ん
」
と
呼

ば
れ
る
長
方
形
の
高
ま
り
に
、
五
輪
塔
な
ど
が
寄
せ
集
め

ら
れ
て
お
り
、
地
元
で
は
周
辺
に
三
木
氏
が
城
主
を
務
め
る
田
井
城
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 
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上
田
井
高
等
小
学
校
跡 

明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
五
月
、
山
田
郡
は
、
高
松
高
等
小
学
校
（
高
松
市
・
山
田
郡
・
香

川
郡
の
一
市
二
郡
の
組
合
立
学
校
）
よ
り
分
離
し
て
、
坂
ノ
上
村
上
田
井
字
南
原
に
上
田
井
高
等
小

学
校
を
設
立
し
ま
し
た
。
山
田
郡
内
の
庵
治
・
潟
元
・
古
高
松
・
前
田
・
川
添
・
木
太
・
林
・
三
谷
・

坂
ノ
上
・
十
河
・
東
植
田
・
西
植
田
の
一
二
か
村
の
組
合
立
校
で
し
た
。 

高
等
小
学
校
は
、
小
学
校
四
年
の
課
程
を
終
え
た
者
に
、
二
年
～
四
年
の
さ
ら
に
高
い
教
育
を
施 腹痛公神薬師堂 



 

11 

す
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。
国
語
・
数
学
・
地
理
・
歴
史
・
理
科
・
修
身
・
書
道
・
綴
方

つ
づ
り
か
た

・
図
面
・

体
操
の
ほ
か
、
女
子
に
裁
縫
、
男
子
に
漢
文
や
英
語
の
初
歩
な
ど
も
教
え
た
よ
う
で
す
。
当
初
は
、

高
松
南
部
唯
一
の
高
等
小
学
校
と
し
て
、
北
は
庵
治
か
ら
南
は
両
植
田
に
か
け
て
広
い
範
囲
の
子
弟

が
通
学
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
時
は
小
学
校
を
卒
業
す
れ
ば
仕
事
に
就
く
の
が
普
通
で
、
時

間
的
・
経
済
的
に
恵
ま
れ
た
者
で
な
い
と
就
学
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
に
庵
治
・
潟
元
・
古
高
松
が
組
合
よ
り
分
離
し
、
明
治
三
十
四
年
に

木
太
・
西
植
田
・
東
植
田
、
明
治
三
十
八
年
に
前
田
・
三
谷
も
分
離
し
て
、
川
添
・
坂
ノ
上
・
林
・

十
河
の
四
か
村
立
と
な
り
ま
し
た
。 

明
治
四
〇
年
の
勅
令
に
よ
り
、
小
学

校
の
修
業
年
限
は
六
年
、
高
等
小
学
校

は
二
年
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
翌
年

四
月
、
坂
ノ
上
尋
常
小
学
校
に
高
等
科

を
併
置
し
て
、
坂
ノ
上
尋
常
高
等
小
学

校
と
し
た
た
め
、
上
田
井
高
等
小
学
校

は
廃
校
に
な
り
ま
し
た
。 

 

上田井高等小学校所在地石碑 
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大
灘

お
お
な
だ

遺
跡 

由
良
南
原
遺
跡
同
様
、
一
二
～
一
三
世

紀
の
集
落
跡
で
す
。
建
物
を
構
成
す
る
よ

う
な
柱
穴
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
で
す
が
、

井
戸
跡
が
二
基
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
一
基
は
、
井
戸
の
四
隅
に
柱
を
立

て
、
桟
で
固
定
し
、
周
囲
に
縦
板
を
巡
ら

す
木
組
み
の
井
戸
で
す
。 
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鎌
倉
一
学

か
ま
く
ら
い
ち
が
く

と
由
良
角
力
土
俵
跡 

鎌
倉
一
学
は
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
、
地
元
の
名
門
南
部
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
鎌
倉
五
郎
景
政

の
末
裔
と
言
わ
れ
、
文
武
両
道
に
優
れ
た
武
人
で
あ
り
、
豪
力
無
双
の
力
士
と
し
て
勇
名
を
馳
せ
た

人
で
す
。
一
学
に
は
巨
人
怪
物
と
の
決
死
の
一
番
勝
負
な
ど
面
白
い
伝
説
が
い
く
つ
も
残
っ
て
い
ま

す
。 当

時
は
、
田
舎
角
力
が
大
変
な
人
気
で
、
各
所
で
祭
礼
に
は
奉
納
相
撲
が
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
一

大灘遺跡検出木枠井戸 
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学
の
出
現
に
よ
り
由
良
角
力
は
遠
く
中
国
・
四
国
の
人
た
ち

ま
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
、
長
年
に
わ
た
っ
て

全
盛
を
極
め
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
四
年
（
一
九

九
二
）
に
、
そ
の
土
俵
跡
に
石
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。 
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採
石
場
跡 

由
良
石
は
柱
状
節
理
か
ら
な
る
黒
雲
母
安
山
岩
か
ら
な
り
、

熱
に
強
く
加
工
し
や
す
い
こ
と
か
ら
、
か
つ
て
採
石
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
年
号
入
り
の
由
良
石
製
品
で
最
も

古
い
も
の
が
清
水
神
社
と
蓮
勝
寺
の
境
内
に
あ
る
手
洗
石
で
、

共
に
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
採
掘
さ
れ
始
め
た
の
は
、
江
戸
時

代
中
期
頃
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
最
初
は
、
地
元
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
山
の
数
箇
所
に
採
石
場
が
つ
く

ら
れ
、
主
に
石
垣
や
住
宅
の
基
礎
石
と
し
て
近
隣
地
域
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
末
期

に
な
る
と
各
地
か
ら
石
工
職
人
が
流
入
し
、
し
だ
い
に
製
品
も
多
様
化
し
、
墓
石
を
は
じ
め
寺
社
用

の
燈
篭
等
が
盛
ん
に
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
近
隣
の
墓
地
に
は
こ
の
時
代
の
墓
石
が
多

由良角力土俵場跡石碑 
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く
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
幕
末
に
は
内
伝
秀
蔵
が
由
良
石
で
多
く

の
作
品
を
製
作
し
て
い
ま
す
。 

明
治
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
は
耐
火
性
に
優
れ
る
と
い
う
こ

と
か
ら
、
土
地
造
成
の
石
垣
や
建
物
基
礎
石
に
欠
か
せ
な
い
も
の

と
な
り
、
墓
石
と
並
ん
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
唐
臼

か
ら
う
す

・
碾
臼

ひ
き
う
す

・
餅
臼

も
ち
う
す

な
ど
生
活
必
需
品
な
ど
の
製
品

も
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
由
良
石
の
特
徴
は
雲

母
安
山
岩
特
有
の
暖
か
い
温
も
り
で
、
淡
青
色
と
淡
褐
色
の
落
ち

着
い
た
色
合
い
か
ら
受
け
る
上
品
な
感
覚
は
建
築
材
料
と
し
て

急
速
に
人
気
が
高
ま
り
、
東
京
帝
国
ホ
テ
ル
・
歌
舞
伎
座
・
東
京

帝
国
大
学
付
属
病
院
・
名
古
屋
市
役
所
等
に
多
量
に
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
を
中
心
と
し
た
土
木

資
材
か
ら
建
築
装
飾
資
材
と
し
て
広
く
全
国
的
に
評
価
さ
れ
始
め
、
活
気
に
み
ち
た
日
々
が
続
き
ま

し
た
。 

由
良
山
を
揺
り
動
か
す
ほ
ど
の
活
況
も
、
昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
）
頃
か
ら
戦
時
色
が
濃
く
な

り
、
若
い
石
工
は
軍
隊
に
招
集
さ
れ
た
り
、
軍
事
工
場
に
徴
用
さ
れ
る
な
ど
し
、
採
石
は
衰
微
の
一

途
を
た
ど
り
ま
し
た
。 

清水神社手洗石（元文二年銘） 
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戦
後
に
な
る
と
、
荒
廃
し
た
国
土
の
復

興
に
石
材
が
多
く
用
い
ら
れ
、
採
石
場
や

石
工
が
激
増
し
、
再
び
活
気
を
取
り
戻
し

ま
し
た
。
最
盛
期
の
昭
和
三
十
五
年
（
一

九
六
〇
）
頃
に
は
由
良
山
に
四
〇
事
業
所

が
あ
り
、
従
業
員
数
は
百
名
を
越
す
勢
い

で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、
生

産
・
流
通
の
近
代
化
が
一
挙
に
進
め
ら
れ

ま
し
た
。
槌つ

ち

の
代
わ
り
に
エ
ア
ハ
ン
マ
ー
、

大
八
車
に
代
わ
っ
て
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
利

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
東

讃
方
面
の
河
川
改
修
に
多
量
の
石
材
を
要

し
、
同
時
に
民
間
住
宅
の
建
築
が
増
加
し

ま
し
た
。 

由
良
石
の
歴
史
の
中
で
欠
か
せ
な
い
画

期
的
な
大
事
業
が
、
皇
居
東
庭
（
宮
殿
広

皇居東庭敷石 
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場
）
約
一
万
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
石
施
工
で

す
。
由
良
石
特
有
の
淡
青
色
と
淡
褐
色
の
二
色
が

織
り
な
す
モ
ザ
イ
ク
模
様
が
平
和
を
象
徴
す
る
色

彩
と
し
て
ぴ
っ
た
り
で
あ
る
こ
と
、
敷
石
の
上
を

歩
行
す
る
際
の
タ
ッ
チ
が
非
常
に
ソ
フ
ト
で
あ
る

こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
、
受
注
が
決
定
し
ま
し
た
。

昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
一
月
二
十
一
日
に

採
石
場
に
お
い
て
新
宮
殿
造
成
用
採
石
奉
告
祈
願

祭
の
神
事
が
行
わ
れ
、
大
事
業
の
槌
入
れ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
近
代
化
を
進
め
る
と
共
に
優
先
集
中

生
産
体
制
に
全
山
が
結
集
し
、
昭
和
四
十
三
年
（
一

九
六
八
）
に
竣
工
し
ま
し
た
。 

し
か
し
、
戦
後
三
十
年
間
の
採
掘
量
は
由
良
石

全
採
掘
量
の
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
、
良
質
な
石
材
が
採
り
尽
く
さ
れ
、
生
産
量
が
激
減
す
る
と

共
に
、
輸
入
石
材
の
増
加
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
業
界
の
躍
進
等
に
よ
り
採
石
業
は
衰
退
の
一
途
を
た
ど

り
ま
し
た
。 

採石場跡 
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防
空
壕
跡 

昭
和
一
九
年
（
一
九
四
四
）
一
月
二
十
三
日
、
木
田
郡
林
村

に
陸
軍
の
飛
行
場
建
設
が
決
定
し
、
同
年
八
月
に
は
滑
走
路
が

完
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
由
良
山
に
も
山
麓
か
ら
中
腹

に
か
け
て
数
多
く
の
塹
壕

ざ
ん
ご
う

や
防
空
壕
が
掘
ら
れ
、
山
上
に
は
高

射
砲
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
の
要
塞
化
が
図
ら
れ
、
飛
行
場
の
戦

闘
機
を
隠
す
た
め
の
掩
体
壕

え
ん
た
い
ご
う

や
誘
導
路
等
の
整
備
も
行
わ
れ

ま
し
た
。 
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幕末期の由良山周辺の景観（『讃岐国名勝図会』より抜粋） 
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９月２５日（日） 由良町からの復路 

 

ことでんバス  【 62 サンメッセ・高松駅行き】 

（由良バス停）  （瓦町・天満屋バス停） 

12：20 発  →   12：46 着 

12：43 発  →   13：09 着 

次回のふるさと探訪は・・・・ 

 テ  －  マ 岩部八幡のイチョウと周辺を訪ねる  

 と  き 平成２３年１０月２３日（日）  

      ９：３０～１２：００  

 集合場所 塩江中学校前  

 講  師 藤沢 秋義（高松市歴史民俗協会常任理事）  
☆広報「たかまつ」１０月１５日号に開催案内を掲載します

ので、ご覧ください。  
☆天候等により中止の場合のみ文化財課（TEL 839－2660

「午前７時～開始時間まで」）でお知らせします。  
（電話が通じない場合は、「実施」です。）  
 
★集合場所への交通案内★ --------------------------------------- 

ことでんバス【５３  栗林公園・塩江行き】  
瓦町・天満屋バス停    中学校前バス停  
 ８：３５    →   ９：２２  
 ７：４５    →   ８：３２  
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「ふるさと探訪」に 
参加される皆様へ 

 
※ 参加中は、次のことに充分留意し、  
 安全で意義のある探訪としましょう。  

 

１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょ

う。  

（必ず、歩道を歩き、歩道が無いところでは、道

路の端を一列で歩きましょう。）  

 

２ 無理をせず、体調には十分気をつけましょう。 

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。 

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気

をつけましょう。  

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。  

 


